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父の直克 7 歳の漱石 母の千枝 52 歳で没 25 歳頃の漱石 

45 歳頃の漱石 

漱石（20 歳前後の頃） 

正岡子規 
夏
目
漱

な

つ

め

そ

う

石せ
き 

１
８
６
７
年
&
慶
応
３
*
+
１
９
１
６
年
&
大
正
５
* 

小
説
家
・
俳
人 

本
名
は
金
之
助

き
ん
の
す
け

=
俳
号
は
愚ぐ

陀
仏

だ

ぶ

つ

B
夏
目
小
兵
衛

こ

へ

い

直な
お

克か
つ

と
福
田
千
枝
の
五
男
と
し
て
= 

江
戸
&
現
=
東
京
都
新
宿
区
喜
久
井
町
１
*
に
生
ま
れ
た
=
純
粋
の
江
戸
g
子
で
あ
る
B 

 

１
８
６
７
年
&
慶
応
３
*
０
歳 

２
月
９
日
誕
生
B
四
谷
の
古
道
具
屋
に
里
子
に
出
さ
れ
る
B 

１
８
６
８
年
&
慶
応
４
／
10
月
23
日
=
明
治
１
年
*
１
歳
=
す
ぐ
夏
目
家
に
連
れ
戻
さ
れ
= 

つ
づ
い
て
新
宿
在
の
塩
原

し
お
ば
ら

昌
之

し
3
う
の

助す
け

の
養
子
と
な
る
B 

１
８
６
９
年
&
明
治
２
*
２
歳
=
浅
草
へ
移
転
す
る
B
10
月
２
日
=
ガ
ン
ジ
�
生
ま
れ
る
B 

１
８
７
０
年
&
明
治
３
*
３
歳
=
天
然
痘
に
罹
り
=
鼻
の
頭
と
頬
に
痘
痕

あ

ば

た

が
残
る
B 

１
８
７
１
年
&
明
治
４
*
４
歳
=
新
宿
に
移
転
す
る
B 

１
８
７
２
年
&
明
治
５
*
５
歳
=
正
式
に
塩
原
家
の
長
男
と
な
る
B 

１
８
７
４
年
&
明
治
７
*
７
歳
=
父
=
昌
之
助
離
婚
し
=¥
か
つ
§
と
再
婚
B 

漱
石
=
か
つ
の
連
れ
子
¥
れ
ん
§
と
同
居
B 

１
８
７
６
年
&
明
治
９
*
９
歳
=
父
と
昌
之
助
が
大
喧
嘩
を
し
て
=
漱
石
は
実
家
に
連
れ
戻
さ
れ
る
B 

１
８
７
７
年
&
明
治
10
*
10
歳
=
西
南
戦
争
B
東
大
開
校
B
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開
催
B 

１
８
７
９
年
&
明
治
12
*
12
歳
=
こ
の
間
=
小
学
校
を
３
回
転
校
し
=
東
京
府
立
第
一
中
学
校
正
則
科
に
入
学
B 

１
８
８
１
年
&
明
治
14
*
14
歳
=
１
月
=
母
千
枝
没
B
府
立
一
中
を
中
退
し
=
漢
文
を
学
ぶ
た
め
二に

松
学
舎

し
3
う
が
く
し
:

と
い
う
塾
に
転
校
B 

１
８
８
２
年
&
明
治
15
*
15
歳
=
英
語
を
学
ぶ
た
め
=
神
田
の
成
立
学
舎

せ
い
り
つ
が
く
し
:

に
入
学
B 

１
８
８
３
年
&
明
治
16
*
16
歳
=
小
石
川
の
新
福
寺
に
下
宿
B 

１
８
８
４
年
&
明
治
17
*
17
歳
=
９
月
=
東
京
大
学
予
備
門
予
科
に
入
学
B
漱
石
は
=
勉
強
よ
り
=
ボ
�
ト
=
水
泳
=
器
械
体
操
や

寄
席
通
い
な
ど
=
遊
び
に
熱
心
で
あ
g
た
と
い
う
B
正
岡
子
規
も
予
備
門
に
入
学
B 

１
８
８
５
年
&
明
治
18
*
18
歳
=
友
人
10
人
と
神
田
猿
楽
町
の
末
富
屋
に
下
宿
B
内
閣
制
設
置
&
初
代
総
理
は
=
伊
藤
博
文
* 

１
８
８
６
年
&
明
治
19
*
19
歳
=
東
京
大
学
予
備
門
予
科
が
第
一
高
等
中
学
校
と
改
称
さ
れ
る
B
７
月
=
腹
膜
炎
に
罹
り
進
級
試
験

受
け
ら
れ
ず
=
学
業
も
怠
け
=
落
第
す
る
B
そ
の
後
は
悔
改
め
=
学
業
に
専
念
=
首
席
を
通
す
B 

私
塾
の
教
師
と
な
り
=
塾
の
寄
宿
舎
に
転
居
B 

１
８
８
７
年
&
明
治
20
*
20
歳
=
長
兄
結
核
で
没
=
次
兄
結
核
で
没
B
富
士
登
山
B 

塾
の
教
師
を
辞
め
=
自
宅
か
ら
通
学
B
二
葉
亭
四
迷
P
浮
雲
S 

１
８
８
８
年
&
明
治
21
*
21
歳
=
夏
目
家
に
復
籍
す
る
B
第
一
高
等
中
学
校
予
科
を
卒
業
B 

秋
=
本
科
英
文
科
に
入
学
す
る
B 

１
８
８
９
年
&
明
治
22
*
22
歳
=
春
=
正
岡
子
規
を
知
る
B
１
月
=
改
正
徴
兵
令
&
国
民

こ
く
み
ん

皆
兵

か
い
へ
い

化
*
２
月
11
日
=
大
日
本
帝
国
憲
法

発
布
B
森
有
礼

あ
り
の
り

刺
殺
さ
れ
る
B
子
規
=P
七
草
集
S
著
す
B
秋
=
漱
石
=P
木
屑
録

ぼ
く
せ
つ
ろ
く

S
を
著
す
B 

１
８
９
０
年
&
明
治
23
*
23
歳
=
第
一
高
等
中
学
校
本
科
卒
業
B
秋
=
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
科
に
入
学
B
貸
費
生
と
な
る
B 

１
８
９
１
年
&
明
治
24
*
24
歳
=
特
待
生
と
な
る
BP
方
丈
記
S
を
英
訳
す
る
B 

１
８
９
２
年
&
明
治
25
*
25
歳
=
徴
兵
を
避
け
る
た
め
北
海
道
の
浅
岡
方
に
移
籍
B
５
月
= 

東
京
専
門
学
校
&
現
在
の
早
稲
田
大
学
*
の
講
師
と
な
る
B 

10
月
=
子
規
=
大
学
を
中
退
B
高
浜
虚
子
を
知
る
B 

１
８
９
３
年
&
明
治
26
*
26
歳
=
７
月
=
英
文
科
を
卒
業
&
２
人
目
の
卒
業
生
*
大
学
院
に
進
学
=
寄
宿
舎
に
入
る
B
10
月
=
東
京

高
等
師
範
学
校
の
英
語
教
師
と
な
る
B
ハ
ワ
イ
=
王
政
廃
止
さ
れ
=
米
国
保
護
領
と
な
る
B 

１
８
９
４
年
&
明
治
27
*
27
歳
=
朝
鮮
で
甲こ

う

午ご

農
民

の
う
み
ん

戦
争

せ
ん
そ
う

B
７
月
25
日
=
日
清
戦
争
勃
発
B
漱
石
転
居
を
く
り
か
え
す
B 

冬
=
鎌
倉
の
円
覚
寺
で
２
週
間
ほ
ど
参
禅
B
神
経
衰
弱
に
な
る
B 

１
８
９
５
年
&
明
治
28
*
28
歳
=
４
月
=
日
清
講
和
条
約
調
印
B
独
仏
露
三
国
干
渉
B 
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松山中学時代の漱石 
見合い写真、 
漱石（28 歳） 

鏡子夫人（18 歳） 

見合い写真、 

 

ロンドンの下宿（２階） 
向かいに倫敦漱石記念

館がある。 

ブルー・プラーク 
（銘板） 

漱石 明治 31 年 
漱石の恋人大塚楠緒子 
明治 43 年、35 歳で他界 

詩人・歌人、「お百度詣」 

菅順 
（明治 12 年～

昭和 45 年） 

菅虎雄の妹。 

菅虎雄 
（1864～1943） 

漱石の親友。 

失
恋
？
し
て
=
松
山
中
学
校
に
英
語
科
教
師
と
し
て
赴
任
B 

子
規
=
従
軍
記
者
と
し
て
満
州
・
朝
鮮
へ
=
大
喀
血
し
て
帰
国
= 

８
月
=
松
山
の
漱
石
の
下
宿
&
愚
陀
仏
庵
*
に
転
が
り
込
ん
だ
B 

子
規
と
漱
石
=
俳
句
に
熱
中
す
る
B
10
月
=
子
規
=
帰
京
す
る
B 

12
月
=
貴
族
院
書
記
官
長
の
中
根
重
一
の
長
女
鏡
子
と 

見
合
い
し
=
婚
約
B 

１
８
９
６
年
&
明
治
29
*
29
歳
=
１
月
３
日
=
子
規
庵
の
句
会
に
参
加
B 

４
月
=
熊
本
第
五
高
等
学
校
講
師
と
し
て
赴
任
B 

６
月
=
熊
本
市
下
通
町
に
家
を
借
り
=
中
根
鏡
子
と
結
婚
す
る
B 

¥
俺
は
学
者
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
= 

お
ま
え
な
ん
か
に
か
ま
g
て
は
い
ら
れ
な
い
B 

そ
れ
は
承
知
し
て
い
て
も
ら
い
た
い
§
と
夫
人
に
宣
告
B 

７
月
=
第
五
高
等
学
校
教
授
と
な
る
B
月
給
１
０
０
円
B 

１
８
９
７
年
&
明
治
30
*
30
歳
=
１
月
=
松
山
で
P
ほ
と
と
ぎ
す
S
創
刊
さ
れ
る
B
６
月
=
父
直
克
死
去
=
妻
と
上
京
=
妻
流
産
B 

１
８
９
８
年
&
明
治
31
*
31
歳
= 

春
=
転
居
B
鏡
子
の
ヒ
ス
テ
リ
�
激
化
B
子
規
=
短
歌
の
革
新
運
動
に
着
手
B
３
月
=
子
規
庵

で
初
め
て
の
歌
会
B
夏
=
寺
田
寅
彦
が
は
じ
め
て
訪
問
B
９
月
=
寅
彦
ら
に
俳
句
を
教
え
る
B

身
重
の
鏡
子
=
投
身
自
殺
を
は
か
る
が
助
か
る
B
再
び
転
居
B 

10
月
=P
ホ
ト
ト
ギ
ス
S
第
一
号
発
刊
B 

４
月
*
米べ

い

西
戦
争

せ
い
せ
ん
そ
う

勃
発
*
米
国
は
ハ
ワ
イ
を
合
併
*
フ
9
リ
ピ
ン
・
グ
ア
ム
を
領
有
C 

１
８
９
９
年
&
明
治
32
*
32
歳
=
長
女
筆
子

ふ

で

こ

誕
生
B
寺
田
寅
彦
=
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
に
入
学
B
子
規
=
中
村
不
折
か
ら
!
"

#
$
絵
&
具
(
水
彩
画
,
描
.
/
義
和
団
事
件
/
南
6
7
8
9
戦
争
勃
発
>第
二
次
B
C
6
戦
争
D/ 

１
９
０
０
年
&
明
治
33
*
33
歳
=
１
月
=
子
規
¥
叙
事
文
§
を
連
載
し
写
生
文
を
提
唱
す
る
B
転
居
B
５
月
=
文
部
省
か
ら
=
第
一

回
給
費
留
学
生
と
し
て
=
英
語
研
究
の
た
め
満
２
年
間
=
英
国
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
B
７
月
=

帰
京
し
子
規
に
会
う
B
９
月
８
日
=
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
号
で
横
浜
を
出
航
B
ジ
*
ノ
バ
か

ら
陸
路
パ
リ
に
行
き
=
パ
リ
万
博
な
ど
を
見
物
し
て
=
10
月
28
日
=
1
人
で
ロ
ン
ド
ン
に
到
着

し
た
B
漱
石
は
こ
の
留
学
を
G
も
I
と
も
不
愉
快
の
二
年
間
R
と
い
g
て
い
る
B 

小
学
校
の
授
業
料
廃
止
B 

１
９
０
１
年
&
明
治
34
*
34
歳
=
１
月
=
次
女
恒
子

つ

ね

こ

誕
生
B
７
月
=
チ
*
イ
ス
81
番
地
に
転
居
&
い
ま
ま
で
４
回
転
居
し
て
い
る
* 

生
活
費
を
切
り
詰
め
て
下
宿
に
籠
り
= 

文
学
の
本
源
を
極
め
よ
う
と
読
書
に
没
頭
し
= 

P
文
学
論
S
の
執
筆
に
専
念
し
た
B
本
人
は
= 

¥
下
宿
籠
城
主
義
§
と
言
g
て
い
る
B
神
経
衰
弱
が 

ひ
ど
く
な
る
B
絵
所
を
栗
焼
く
人
に
尋
ね
け
り
^
漱
石
a 

11
月
６
日
=
子
規
の
漱
石
宛
最
後
の
モ―

ダ
メ
手
紙
が 

届
い
た
が
=
漱
石
も
=
モ
�
ダ
メ
に
な
g
て
い
て
= 

返
事
を
書
く
こ
と
も
出
来
な
か
g
た
ら
し
い
B 

１
９
０
２
年
&
明
治
35
*
35
歳
=
１
月
30
日
=
日
英
同
盟
締
結
B
ボ
�
ア
戦
争
終
結
B 

９
月
19
日
に
子
規
が
亡
く
な
I
た
と
=
11
月
頃
=
高
浜
虚
子
か
ら
の
手
紙
で
漱
石
は
知
g
た
B 

手た

向む

く
べ
き
線
香
も
な
く
て
暮
の
秋
^
漱
石
a
９
月
=
強
度
の
神
経
衰
弱
に
陥
る
B
10
月
=
文
部 

省
は
=
漱
石
の
精
神
に
異
常
あ
り
と
断
定
し
=
漱
石
と
同
じ
船
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
藤
代

ふ
じ
し
ろ

禎て
い

輔す
け

に 

¥
夏
目
ヲ
保
護
テ
シ
テ
歸
朝
セ
ラ
ル
ベ
シ
§
と
命
じ
た
B
し
か
し
=
漱
石
は
そ
の
命
に
は
応
じ
ず
= 

12
月
５
日
=
1
人
=
日
本
郵
船
の
博
多
丸
で
ロ
ン
ド
ン
を
立
ち
=
帰
国
の
途
に
つ
い
た
B 
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明治 41 年 12 月の漱石 

明治 44年 4月 12日漱石山房の前庭で 
前列左から恒子、鏡子夫人、純一、愛
子、筆子、栄子、後列右から漱石 

悪妻の誉れ高い鏡子夫人 

明治 43 年 4 月の漱石 
漱石山房（書斎） 

１
９
０
３
年
&
明
治
36
*
36
歳
=
１
月
22
日
=
帰
京
B
３
月
３
日
=
東
京
に
転
居
B
３
月
31
日
付
で
=
熊
本
第
五
高
等
学
校
を
辞

職
４
月
=
第
一
高
等
学
校
講
師
&
年
俸
７
０
０
円
*
と
=
ラ
フ
カ
デ
q
オ
・
ハ
�
ン
の
後
任
と

し
て
=
日
本
人
初
の
=
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
科
の
講
師
&
年
俸
８
０
０
円
*
に
な
g

た
B
一
高
で
=
予
習
を
し
て
こ
な
い
藤
村

ふ
じ
む
ら

操
み
さ
お

に
対
し
て
=
漱
石
は
２
度
叱
g
た
=
そ
の
直
後
の

５
月
22
日
=
彼
は
=
華
厳

け

ご

ん

の
滝
に
投
身
自
殺
し
た
B
自
殺
の
本
当
の
原
因
は
解
ら
な
い
B
６
月

頃
=
神
経
衰
弱
再
発
B
11
月
=
三
女
栄
子

え

い

こ

誕
生
B
水
彩
画
始
め
る
BP
平
民
新
聞
S
創
刊
さ
れ
る
B 

１
９
０
４
年
&
明
治
37
*
37
歳
=
２
月
=
日
露
戦
争
勃
発
B¥
日
韓
議
定
書
§B
４
月
=
明
治
大
学
講
師
を
兼
任
B
８
月
=
ト
ル
ス
ト

イ
の
P
悔
い
改
め
よ
S
が
平
民
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
B
夏
=
一
匹
の
黒
い
子
猫
が
漱
石
家
に
迷

い
込
む
B
虚
子
が
漱
石
に
小
説
を
書
く
こ
と
を
勧
め
=P
吾
輩
は
猫
で
あ
る
S
が
生
れ
た
B
12
月
=

¥
山
会

や
ま
か
い

§
で
P
吾
輩
は
猫
で
あ
る
S
が
虚
子
の
朗
読
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
B 

１
９
０
５
年
&
明
治
38
*
38
歳
=
１
月
=P
ホ
ト
ト
ギ
ス
S
に
q
吾
輩
は
猫
で
あ
る
w
を
発
表
B
装
丁
や
挿
絵
や
単
行
本
の
表
紙
を
=

橋
口
五
葉
・
中
村
不
折
・
浅
井
忠
ら
が
担
当
し
た
B
小
宮
豊
隆
来
る
B
弟
子
の
鈴
木
三
重
吉
の

P
千
鳥
S
を
絶
賛
B
漱
石
は
=
教
師
を
つ
づ
け
な
が
ら
=
多
く
の
文
学
作
品
を
発
表
し
文
壇
に

登
場
B
12
月
=
四
女
愛
子

あ

い

こ

誕
生
B
１
月
１
日
=
旅
順
陥
落
B
５
月
27
日
+
28
日
=
日
本
海
海
戦
B

９
月
５
日
=
ポ
�
ツ
マ
ス
条
約
調
印
=
日
露
戦
争
終
結
B
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
B 

１
９
０
６
年
&
明
治
39
*
39
歳
=P
草
枕
SP
坊
g
ち
°
ん
SP
二
百
十
日
S
な
ど
が
書
か
れ
た
B
10
月
11
日
=
第
一
回
¥
木
曜
会
§

12
月
=
徳
富
蘆
花
=
第
一
高
等
学
校
で
¥
勝
利
の
悲
哀
§
講
演
B
12
月
=
本
郷
区
駒
込
西
方
町

10
番
地
に
転
居
B
こ
の
年
=
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
B
二
代
目
総
裁
の
中
村
是
公

よ
し
こ
と

は
漱
石
の
親
友
BP
漾よ

う

虚
集

き
3
し
N
う

S
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
る
B 

１
９
０
７
年
&
明
治
40
*
40
歳
=
春
=
東
京
帝
国
大
学
と
第
一
高
等
学
校
を
辞
め
る
B 

５
月
３
日
=
朝
日
新
聞
社
に
入
社
=
月
給
２
０
０
円
B 

&
新
聞
に
漱
石
の｢

入
社
の
辞｣

載
る
*P
野
分
SP
文
学
論
S 

P
虞
美
人
草
S
な
ど
執
筆
B
６
月
=
長
男
純
一
誕
生
B 

総
理
大
臣
西
園
寺

さ
い
お
ん
じ

公
望

き
ん
も
ち

か
ら
¥
私
と
作
家
の
集
い
§
で
あ
る
¥
雨
声
会
§
に
招
か
れ
る
が
= 

執
筆
に
忙
し
い
と
断
る
B 

９
月
=
牛
込
区
早
稲
田
南
町
７
番
地
に
転
居
B
こ
こ
が
最
後
の
家
と
な
る
B 

書
斎
が
¥
漱
石
山
房
§
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
B 

神
経
衰
弱
に
か
わ
g
て
胃
病
に
苦
し
む
B 

１
９
０
８
年
&
明
治
41
*
41
歳
=P
坑
夫
SP
文
鳥
SP
夢
十
夜
SP
三
四
郎
S
執
筆
B 

９
月
=
黒
猫
が
病
死
す
る
B 

12
月
=
次
男
伸
六
誕
生
B
清
=
溥
儀

ふ

ぎ

が
即
位
B 

１
９
０
９
年
&
明
治
42
*
42
歳
=P
永
日
小
品
SP
文
学
評
論
SP
そ
れ
か
ら
S 

P
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
S
な
ど
執
筆
B 

９
月
+
10
月
=
満
州
=
朝
鮮
を
旅
行
B 

10
月
26
日
=
伊
藤
博
文
ハ
ル
ピ
ン
で
暗
殺
さ
れ
る 

１
９
１
０
年
&
明
治
43
*
43
歳
=P
門
SP
思
ひ
出
す
事
な
ど
S
な
ど
執
筆
B 

五
女
雛
子

ひ

な

こ

誕
生
B
６
月
+
７
月
=
胃
潰
瘍
で
入
院
B 

８
月
24
日
=
修
善
寺
の
大
患 

４
月
=P
白
樺
S
創
刊
B
５
月
=
大
逆
事
件 

８
月
22
日
=
日
韓
合
併
条
約
調
印
=
朝
鮮
と
改
称 

石
川
啄
木
P
時
代
閉
塞
の
現
状
SP
一
握
の
砂
S 

10
月
28
日
=
ト
ル
ス
ト
イ
家
出
=
11
月
=
没
&
82
歳
* 



                                                                               書道もろもろ塾（2015,9,27） 188 

漱石 大正元年 9 月撮影 

大正 3 年（1914）12 月 
漱石・伸六（左）・純一 

大正 4 年 左から、純一 9 歳、愛子 11 歳、筆子 17 歳、
恒子 15 歳、栄子 13 歳、伸六 8 歳、枠内は雛子 2 歳 漱石 大正元年 9月 12日 大正 5 年 12 月 9 日、死の床の漱石 漱石のデスマスク 

漱石の墓 都立雑司ヶ谷霊園 
墓碑の揮毫は菅虎雄 

書斎の漱石 

大正 3 年 12 月 漱石と鏡子夫人 

大正 3 年 秋 

平塚雷鳥（らいちょう） 

明治 41 年 3 月、森田草
平と心中未遂事件。その

後、青鞜社を結成した。 

１
９
１
１
年
&
明
治
44
*
44
歳
=
１
月
24
日
=
幸
徳
秋
水
ら
処
刑
さ
れ
る
B
津
田
青
楓
に
南
画
や
水
彩
画
を
学
ぶ
B 

２
月
=
退
院
２
月
21
日
=
文
学
博
士
号
事
件 

６
月
=
長
崎
講
演
B
８
月
=
関
西
講
演
B 

胃
潰
瘍
再
発
B
大
阪
の
湯
川
胃
腸
病
院
に
入
院 

９
月
=
痔
の
手
術
B
11
月
=
五
女
雛
子
急
死
B 

６
月
=
平
塚
雷
鳥
=
青
鞜
社

せ
い
と
う
し
:

結
成
B 

10
月
10
日
=
辛
亥

し
ん
が
い

革
命

か
く
め
い

勃
発 

１
９
１
２
年
&
明
治
45
／
大
正
１
*P
彼
岸
過
迄

ひ
が
ん
す
ぎ
ま
で

S
な
ど
執
筆
B
内
田
百
閒

ひ
:
T
け
ん

来
る
B 

１
月
１
日
=
孫
文
の
中
華
民
国
建
国
宣
言
B 

２
月
12
日
=
宣
統
帝
&
溥
儀
*
退
位
=
清
滅
亡 

４
月
15
日
=
タ
イ
タ
ニ
7
ク
号
沈
没
事
故
B 

４
月
13
日
=
石
川
啄
木
没
B 

７
月
30
日
=
明
治
天
皇
没
B 

９
月
13
日
=
乃
木
夫
妻
殉
死
B
12
月
=P
行
人

こ
う
じ
ん

S
連
載
開
始 

１
９
１
３
年
&
大
正
２
*
46
歳
= 

強
度
の
神
経
衰
弱
=
次
男
伸
六
を
ス
テ
7
キ
で
殴
り
ま
く
る
B 

胃
潰
瘍
悪
化
B
３
月
=P
行
人
S
連
載
中
断
= 

９
月
に
再
開
B
11
月
に
完
了
B
痔
の
再
手
術
B 

こ
の
年
=
東
京
府
平
民
に
戻
る
B 

８
月
５
日
=
岩
波
茂
雄
&
一
高
の
教
え
子
*
が
= 

岩
波
書
店
を
立
ち
上
げ
る
B
翌
年
P
こ
こ
ろ
S
出
版
B 

１
９
１
４
年
&
大
正
３
*
47
歳
=
１
月
=
桜
島
大
正
大
噴
火
=
大
隅

お
お
す
み

半
島
と
つ
な
が
る
B 

P
こ
こ
ろ
S
な
ど
執
筆
B
鏡
子
ヒ
ス
テ
リ
�
B 

７
月
28
日
=
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
B 

９
月
=
胃
潰
瘍
で
入
院
B
良
寛
の
書
に
出
合
う 

11
月
25
日
=
学
習
院
輔ほ

仁
会

じ
ん
か
い

に
お
い
て 

¥
私
の
個
人
主
義
§
と
題
し
て
講
演
B 

１
９
１
５
年
&
大
正
４
*
48
歳
= 

P
硝
子

が

ら

す

戸ど

の
中う

ち

SP
道
草
S
な
ど
を
執
筆
B 

芥
川
龍
之
介
・
久
米
正
雄
ら
が
漱
石
を
訪
問
B 

３
月
=
京
都
旅
行
B
５
度
目
の
胃
潰
瘍
で
病
臥
B
春
の
川
を
隔
て
て
男
女
哉
^
漱
石
a 

１
９
１
６
年
&
大
正
５
*
49
歳
=
５
月
よ
り
P
明
暗
S
連
載
開
始
B
４
月
=
糖
尿
病
と
診
断
さ
る 

冬
=
胃
潰
瘍
再
発
B
12
月
９
日
=
午
後
６
時
45
分
死
去
B 

P
明
暗
S
は
未
完
に
終
わ
る
B 

森
田
草
平
の
す
す
め
で
= 

新
海
竹
太
郎
が
デ
ス
マ
ス
ク
を
取
る
B 

夫
人
の
希
望
で
=
翌
日
=
東
大
医
科
大
学
で
遺
体
を
解
剖
B 

１
４
２
５
グ
ラ
ム
の
脳
と
胃
が
医
科
大
学
に
寄
付
さ
れ
た
B 

死
後
=
漱
石
の
蔵
書
や
遺
品
類
は
= 

東
北
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
付
さ
れ
= 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
¥
漱
石
文
庫
§
の
誕
生
と
な
g
た
B 

１
９
１
７
年
&
大
正
６
* 
 
 
 

岩
波
書
店
か
ら
P
明
暗
S
出
版
B 

11
月
7
日
=
ロ
シ
ア
革
命
B 

１
９
１
８
年
&
大
正
７
* 
 
 
 

11
月
11
日
=
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
B 
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漱石「条幅」 
明治 39 年句作 

書の制作年は不明。

126.0×20.5 ㎝ 

漱石「短冊」 

明治 29 年 9 月句作。

書は明治43年 1月 25
日に揮毫か？ 

36.3×6.0 ㎝ 

漱石「無題」七律 明治 33 年頃 22.0×12.5 ㎝ 
今治市河野美術館蔵 

香
椎
宮

か
し
い
ぐ
う 

秋
立
つ
や
千
早

ち

は

や

ふ
る
代よ

の
杉
あ
り
て 

漱
石 

鏡
子
夫
人
と
と
も
に
北
九
州
へ
旅
行
し
た
時
に
福
岡
市
で
詠
ま
れ
た
句
B
子
規
へ
送
g
て
添
削
を
受
け
て
い
る
B 

長
風
解
纜
古
瀛

ち
3
う
ふ
う
か
い
ら
ん
こ
え
い

洲
し
N
う 

欲
破
滄
溟

そ
う
め
い

払
暗あ

ん

愁
し
N
う 

縹
緲
離
懐

ひ
3
う
び
3
う
り
か
い

憐
野
鶴

や

か

く 

磋
跌

さ

た

宿
志

し
N
く
し

愧
は
・
ず

沙し
:

鴎お
う 

酔
捫も

ん

北
斗

ほ

く

と

三
杯
酒 

笑
指
西
天

せ
い
て
ん

一
葉

い
ち
よ
う

舟 

萬
里

ば

ん

り

蒼
茫

そ
う
ぼ
う

航
路
杳は

る 

烟え
ん

波ぱ

深
処
賦
高
秋

こ
う
し
N
う 

釣
鐘

つ
り
が
ね

の
う
な
る
許

ば
か
り

に
埜の

分わ
き

哉か
な 

漱
石 

日
似
三
春
永 

心
随
野
水
空 

牀
頭
花
一
片 

閑
落
小
眼
中 

漱
石 

詩
は
大
患
後
の
作
品
B
日
記
に
書
か
れ
た
も
の
B 

日
は
三
春
に
似
て
永
く 

心
は
野
水
に
随
ひ
て
空
し 

牀
頭
に
花
一
片 

閑
か
に
落
つ
小
眠
の
中 

風
過
古
㵎
秋
声
起 

日
落
幽
篁
瞑
色
来 

漱
石
山
人 

P
思
い
出
す
事
な
ど
S
の
32
章
に
あ
る
B 

風
は
古
㵎

こ

か

ん

を
過
ぎ
て
秋
声
起
こ
り 

日
は
幽
篁

ゆ
う
こ
う

に
落
ち
て
瞑め

い

色
し
3
く

来
た
る 

英
国
留
学
に

出
発
す
る
時
の

心
境
を
詠
ん
だ

も
の
B 

菅
虎
雄
宛
の

書
簡
に
¥
君
か
ら

貰
g
た
紙
へ
君

か
ら
貰
g
た
筆

を
以
g
て
君
か

ら
授
か
g
た
法

を
実
行
し
て
か

く
と
斯
様
な
も

の
が
出
来
る
§
と

書
い
て
い
る
B 

漱石「無題」より七言二句 
明治 43 年 10 月 4 日詩作 

108×29 ㎝。書の制作年は不明 

蕗の拓本は平福百穂による。 

漱石「五絶条幅」 
明治 43 年 10 月 1 日詩作 

131.0×33.5 ㎝ 

書の制作年は不明。 

日本近代文学館蔵 

漱
石
の
詩
書
画 

漱
石
の
全
俳
句
は
２
５
０
０
句
を
超
え
る
=
漢
詩
は
２
０
０
余
首
=
新
体
詩
は
３
編
=
短
歌
は
９
首
ほ
ど
あ
る
B 
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一行目部分 

漱石書「無題」明治 43 年（1910）29.7×41.3 ㎝ 早稲田大学図書館蔵 

明
治
43
年
=P
門
S
を
脱
稿
し
た
漱
石
は
=
胃
病
の
た

め
入
院
B
一
·
月
半
後
に
退
院
し
=
修
善
寺
温
泉
の
菊
屋

旅
館
に
転
地
療
養
の
た
め
滞
在
し
た
B
し
か
し
=
病
状
は

悪
化
し
=
８
月
24
日
に
大
吐
血
=
一
時
危
篤
状
態
に
陥

g
た
が
=
一
命
を
と
り
と
め
た
B
こ
の
詩
は
=
９
月
29
日
=

菊
屋
旅
館
の
病
床
で
日
記
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
B
こ

の
臨
死
体
験
に
よ
g
て
=
漱
石
は
生
命
の
尊
さ
と
=
人
び

と
の
優
し
さ
に
深
く
感
謝
し
た
B
こ
の
体
験
は
=
漱
石
の

そ
の
後
の
人
生
や
創
作
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
に

な
g
た
B 

¥
仰
向
に
寝
た
余
は
=
天
井
を
見
つ
め
な
が
ら
=
世
の
人

は
皆
自
分
よ
り
親
切
な
も
の
だ
と
思
g
た
B
住
み
悪
い
と

の
み
観
じ
た
世
界
に
た
ち
ま
ち
暖
か
な
風
が
吹
い
た
B
四

十
を
越
し
た
男
=
自
然
に
淘
汰
せ
ら
れ
ん
と
し
た
男
=
さ

し
た
る
過
去
を
持
た
ぬ
男
に
=
忙
し
い
世
が
=
こ
れ
ほ
ど

の
手
間
と
時
間
と
親
切
を
か
け
て
く
れ
よ
う
と
は
夢
に

も
待
設
け
な
か
g
た
余
は
=
病
に
生
き
還
る
と
共
に
=
心

に
生
き
還
g
た
B
余
は
病
に
謝
し
た
B
ま
た
余
の
た
め
に

こ
れ
ほ
ど
の
手
間
と
時
間
と
親
切
と
を
惜
し
ま
ざ
る

人
々
に
謝
し
た
B
そ
う
し
て
願
わ
く
は
善
良
な
人
間
に
な

り
た
い
と
考
え
た
B
そ
う
し
て
こ
の
幸
福
な
考
え
を
わ
れ

に
打
壊
す
者
を
=
永
久
の
敵
と
す
べ
く
心
に
誓
g
た
B
§

&P
思
い
出
す
事
な
ど
S
19
章
よ
り
* 

修
善
寺
自
然
公
園
内
に
詩
碑
が
あ
る
B 

仰
臥
人
如
唖 

黙
然
看
大
空 

大
空
雲
不
動 

終
日
杳
相
同 

病
中
即
事 

漱
石
山
人 

 

仰
臥
人
唖

ぎ
3
う
が
ひ
と
あ

の
如ご

と

く 

黙
然

も
く
ね
ん

大
空

た
い
く
う

を
看み

る 

大
空

た
い
く
う

雲く
も

動う
ご

か
ず 

終
日

し
N
う
じ
つ

杳よ
う

と
し
て
相あ

い

同
お
な
じ 病

中

び
3
う
ち
N
う

即
事

そ

く

じ 

漱そ
う

石せ
き

山
人

さ
ん
じ
ん 

¥
先
生
は
長
鉾
の
筆
を
好
ま
れ
て
=
吾
々
の
使

ふ
物
の
二
倍
も
あ
る
や
う
な
長
い
毛
を
自
由

に
操
ら
れ
て
=
一
点
一
画
に
も
細
心
の
注
意
を

払
ひ
な
が
ら
=
心
静
か
に
書
か
れ
た
B
・
・
・

一
気
に
書
か
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
・
・
・

多
く
の
場
合
は
=
一
字
々
々
=
或
は
一
線
々
々
=

考
へ
考
へ
書
か
れ
る
と
云
ふ
風
で
あ
g
た
B
け

れ
ど
も
=
そ
れ
だ
か
ら
と
て
=
筆
に
勢
ひ
が
な

い
か
と
云
ふ
の
で
は
な
い
B
落
着
い
た
=
品
の

好
い
=
位
置
の
正
し
い
物
を
書
か
れ
る
の
が
先

生
の
御
趣
意
で
=
僕
等
が
見
て
筆
力
奔
放
な
ど

と
思
ふ
も
の
は
=
恐
ら
く
先
生
に
は
虚
勢
を
張

g
た
や
う
に
見
え
た
り
=
或
ひ
は
俗
気
紛
々
た

る
も
の
の
や
う
に
見
え
た
ら
し
い
B§&
大
正
６

年
=P
新
小
説
S
臨
時
増
刊
¥
文
豪
夏
目
漱
石
§

滝
田
樗
蔭
¥
夏
目
先
生
と
書
画
§
よ
り
* 

漱石筆「蚊ばしらや」句色紙 制作年不詳 軸装 

伊丹市の柿衞
かきもり

文庫
ぶ ん こ

蔵 

蚊は（者）しらや 断食堂の 夕暮れに（耳） 漱石 

部分拡大 
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ひ
&
飛
*
と
&
登
*
よ
り
&
里
*
も
空 

語
よ
&
与
*

り
も
&
毛
*
黙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

漱
石 

肩
に
来
て
人
な
&
奈
*
つ
か
&
可
*
し
や
赤あ

か

蜻
蛉

と

ん

ぼ 

¥
修
善
寺
の
大
患
§
の
直
後
に
作
ら
れ
た
句
を
最
晩
年

に
揮
毫
し
た
も
の
B 

・
・
・
病
気
に
な
g
て
仰
向
に
寝
て
か
ら
は
=
絶
え
ず

美
し
い
雲
と
空
が
胸
に
描
か
れ
た
B
・
・
・
お
れ
は
暖

か
な
秋
の
色
と
其
色
の
中
か
ら
出
る
自
然
の
香
が
好

き
だ
と
答
へ
て
呉
れ
と
傍
の
も
の
に
頼
ん
だ
B
所
が
今

度
は
小
宮
君
が
自
身
で
枕
元
へ
坐
g
て
=
自
然
も
好
い

が
人
間
の
背
景
に
あ
る
自
然
で
な
く
つ
ち
や
と
か
何

と
か
病
人
に
向
か
g
て
古
臭
い
説
を
吐
き
掛
け
る
の

で
=
余
は
小
宮
君
を
捕
へ
て
御
前
は
青
二
才
だ
と
罵
g

た
B―

―

其
位
病
中
の
余
は
自
然
を
懐
か
し
く
思
つ
て

ゐ
た
B 

空そ
ら

が
空
の
底
に
沈
み
切
g
た
よ
う
に
澄
ん
だ
B
高
い

日
が
蒼あ

お

い
所
を
目
の
届
く
か
ぎ
り
照
ら
し
た
B
余
は
其

射
返か

へ

し
の
大
地
に
洽あ

ま

ね
き
内う

ち

に
し
ん
と
し
て
独
り
温ぬ

く

も
g
た
B
さ
う
し
て
眼
の
前
に
群
が
る
無
数
の
赤
蜻
蛉

と

ん

ぼ

を
見
た
B
さ
う
し
て
日
記
に
書
い
た
B―

―

¥
人
よ
り

も
空そ

ら

=
語ご

よ
り
も
黙も

く

B…
…

肩
に
来
て
人
懐な

つ

か
し
や
赤

蜻
蛉

と

ん

ぼ

§・
・
・&P
思
ひ
出
す
事
な
ど
S
二
十
四
章
よ
り
* 

漱石筆「雲
うん

去来
きょらい

」軸 大正 5 年頃 28.7×21.5 ㎝ 

竹
一
本
葉
四
五
枚
に 

冬
近
し 

漱
石 

戯
画
竹
加
賛 

二
十
年
来
愛
碧
林 

山
人
須
解
友
虚
心 

長
毫
漬
墨
時
如
雨 

欲
写
鏗
鏘

こ
う
そ
う

戛か
つ

玉
ぎ
3
く

音 

漱
石
山
人
詩
画 

戯
た
わ
む

れ
に
竹
を
画え

が

き
て
賛さ

ん

を
加く

わ

う 

二
十
年
来 

碧へ
き

林り
ん

を
愛
す 

山
人

さ
ん
じ
ん 

須
か
な
ら

ず
解よ

く
虚
心

き
3
し
ん

を
友
と
せ
よ 

長
毫

ち
3
う
ご
う 

墨
に
漬ひ

た

し
て
時
に
雨
の
如
く 

写う
つ

さ
ん
と
欲
す 

鏗
鏘

こ
う
そ
う

戛か
つ

玉
ぎ
3
く

の
音 
 
 
 

漱
石
は
=
よ
く
竹
の
絵
を
描
い
た
B 

漱石自画賛「竹図詩賛」 

大正 4 年？ 132.7×33.0 ㎝ 

漱石自画賛「竹図俳賛」 

大正 4、5 年？143.7×35.1 ㎝ 

漱石筆「ひとよりも」131×33.1 ㎝ 

大正 5 年書 明治 43 年句作 

日本近代文学館蔵 

部分拡大（赤蜻蛉） 

雲
去
来 

漱
石
書 

禅
語
の
!
青
山
元
不
動 

白
雲
自
去
来
§
か
ら
か
？ 
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漱石書『守拙帖』扉の「守拙 漱石題」大正 3 年 34.0×49.5 ㎝ 

大正 4 年に西川一草亭に贈ったもの。良寛風の書。 

大
正
３
年
&
１
９
１
４
*
頃
？
=
漱
石
は
=
展
覧
会
か
何
か
で
良

寛
の
書
に
出
合
い
=
大
き
く
深
い
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
g
た
B 

¥
良
寛
上
人
は
嫌
い
な
も
の
の
う
ち
に
詩
人
の
詩
と
書
家
の
書
を

平
生
か
ら
数
え
て
い
た
B
詩
人
の
詩
=
書
家
の
書
と
い
え
ば
=
本
職

と
い
う
意
味
か
ら
見
て
=
こ
れ
ほ
ど
立
派
な
も
の
は
な
い
筈は

ず

で
あ

る
B
そ
れ
を
嫌
う
上
人
の
見
地
は
=
黒
人

く
ろ
う
と

の
臭
み
を
悪に

く

む
純
粋
で
ナ

イ
º
ブ
な
素
人
の
品
格
か
ら
出
て
い
る
B
心
の
純
な
る
と
こ
ろ
=
気

の
精
な
る
あ
た
り
=
そ
こ
に
摺す

れ
枯
ら
し
に
な
ら
な
い
素
人
の
尊
さ

が
潜
ん
で
い
る
B
腹
の
空
し
い
癖
に
腕
で
掻か

き
廻
し
て
い
る
悪
辣
が

な
い
B
器
用
の
よ
う
で
そ
の
実
は
大
人
ら
し
い
雅
気
に
充
ち
た
厭
味

い

や

み

が
な
い
B
だ
か
ら
素
人
は
拙
を
隠
す
技
巧
を
有
し
な
い
だ
け
で
も
黒

人
よ
り
も
増
し
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
B
自
己
に
は
真
面
目

に
表
現
の
要
求
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
*
芸
術
の
本
体
を
構
成
す
る

第
一
の
資
格
で
あ
る
C・
・
・
§ 

&
漱
石
=
評
論
P
素
人

し
ろ
う
と

と
黒
人

く
ろ
う
と

S
１
９
１
４
年
１
月
よ
り
* 

¥
&
明
治
44
年
頃
？
*
・
・
・
越
後
の
方
か
ら
良
寛
の
書
を
手
に
入

れ
ま
し
た
B・
・
・
さ
g
ぱ
り
読
め
な
い
草
書
が
書
い
て
あ
り
ま
し

た
が
=
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
良
寛
熱
の
盛
ん
に
な
ら
な
い
前
の
こ
と

で
=
三
十
五
円
か
何
か
そ
ん
な
こ
と
の
よ
う
で
し
た
B
が
こ
れ
は
あ

ま
り
で
き
が
よ
く
な
い
と
か
申
し
ま
し
て
=
も
う
少
し
い
い
良
寛
が

欲
し
い
と
い
g
て
ま
た
お
願
い
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
B
す
る
と
そ

れ
か
ら
ほ
ど
へ
て
=・
・
・
良
寛
を
集
め
て
珍
蔵
し
て
ら
れ
る
方
が

あ
g
て
=
そ
れ
ほ
ど
お
好
き
な
ら
ほ
か
な
ら
ぬ
先
生
の
こ
と
だ
か

ら
=
珍
蔵
の
一
幅
を
わ
か
ち
ま
し
�
う
B
そ
の
か
わ
り
何
か
字
を
書

い
て
く
れ
ろ
と
い
う
こ
と
で
=
自
分
で
も
喜
ん
で
半
折
か
何
か
を
書

い
て
あ
げ
て
=
そ
の
う
え
五
十
円
ば
か
り
の
謝
儀
を
つ
け
て
あ
げ
た

よ
う
で
し
た
B
物
は
小
さ
い
横
物
で
=
和
歌
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
B

こ
れ
は
た
い
へ
ん
気
に
入
g
て
珍
重
し
て
い
た
よ
う
で
す
B§&
夏
目

鏡
子
P
漱
石
の
思
い
出
S
文
春
文
庫 

43
章
よ
り
* 

  

木
瓜

ぼ

け

咲
く
や
漱
石
拙
を
守
る
べ
く
&
明
治
30
年
の
漱
石
の
句
* 

漱
石
は
=
若
い
時
か
ら
晩
年
ま
で
=¥
拙
§
を
好
ん
だ
B 

G
守

せ
つ
を

拙
ま
も
る

R
は
=
陶
淵
明
の
¥
歸
園
田
居
五
首
&
其
一
*§¥
守
拙
歸

園
田
§
な
ど
に
出
て
く
る
B 

¥
拙
§
と
は
=
現
実
世
界
を
俗
と
感
じ
=¥
こ
の
濁
世
に
同
調
し
な

い
孤
高
を
示
す
語
§&
徐
前
氏
*B
漱
石
に
は
=
厭
人
・
厭
世
主
義
に

よ
る
現
実
脱
出
願
望
が
あ
g
た
B
彼
は
=G
拙せ

つ

R
と
同
じ
意
味
の
G
癡ち

R

G
愚ぐ

R
と
い
g
た
言
葉
を
好
ん
だ
B
老
子
の
思
想
の
影
響
だ
と
思
わ

れ
る
B 

¥
子
規
は
人
間
と
し
て
=
又
文
学
者
と
し
て
=
も
g
と
も
P
拙
S
の

欠
乏
し
た
男
で
あ
g
た
§&
漱
石
P
子
規
の
画
S
明
治
44
年
よ
り
* 

漱石書「般若心経」冒頭部と末尾部 大正 4 年 5 月 10 日 33.7×164.3 ㎝ 西川一草亭に贈ったもの。 
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漱石「条幅」大正 5 年頃 

128.2×32.5 ㎝ 禅語 

月落不離天 漱石 

¥
芸
術
は
自
己
の
表
現
に
始
つ
て
=
自
己
の
表
現
に
終
る
も
の
で
あ

る
B・
・
・
自
分
の
冒
頭
に
述
べ
た
信
条
を
=
外
の
言
葉
で
云
ひ
易
へ
る

と
=
芸
術
の
最
初
最
終
の
大
目
的
は
他
人
と
は
没
交
渉
で
あ
る
と
い
ふ

意
味
で
あ
る
B
親
子
兄
弟
は
無
論
の
事
=
広
い
社
会
や
世
間
と
も
独
立

し
た
=
全
く
個
人
的
の
め
い
め
い
丈
の
作
用
と
努
力
に
外
な
ら
ん
と
云

ふ
の
で
あ
る
B
他
人
を
目
的
に
し
て
書
い
た
り
塗
g
た
り
す
る
の
で
は

な
く
g
て
=
書
い
た
り
塗
g
た
り
し
た
い
わ
が
気
分
が
=
表
現
の
行
為

で
満
足
を
得
る
の
で
あ
る
B
其
所
に
芸
術
が
存
在
し
て
ゐ
る
と
主
張
す

る
の
で
あ
る
B
従
g
て
=
純
粋
の
意
味
か
ら
い
ふ
と
=
わ
が
作
物
の
他

人
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
=
道
義
的
に
あ
れ
=
美
的
に
あ
れ
=
芸

術
家
は
顧
慮
し
得
な
い
筈
な
の
で
あ
る
B
夫
を
顧
慮
す
る
時
=
彼
等
は

た
と
ひ
一
面
に
於
て
芸
術
家
以
外
の
資
格
を
得
る
に
せ
よ
=
芸
術
家
と

し
て
は
既
に
不
純
の
地
位
に
堕
在
し
て
仕
舞
g
た
と
自
覚
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
B
悲
し
い
か
な
実
相
を
自
白
す
る
と
=
我
々
は
常

に
述
作
の
上
に
於
て
=
幾
分
か
左
右
前
後
を
顧
み
つ
つ
=
堕
落
的
に
仕

事
を
し
て
ゐ
る
場
合
が
多
い
B
そ
の
う
ち
で
=
我
々
を
至
醇
の
境
界
か

ら
誘
き
出
さ
う
と
す
る
最
も
権
威
あ
る
魔
は
他
人
の
評
価
で
あ
る
B
此

魔
に
犯
さ
れ
た
と
き
我
々
は
忽
ち
己
れ
を
失
却
し
て
し
ま
ふ
B
さ
う
し

て
恰
も
偶
像
礼
拝
者
の
如
き
陋
劣
な
態
度
と
心
情
を
以
て
見
苦
し
き
媚

を
他
に
売
ら
う
と
す
る
B
さ
う
し
て
常
に
不
安
の
眼
を
輝
か
し
空
疎
な

腹
を
抱
い
て
悶
え
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
B
其
所
が
問
題
な
の
で

あ
る
B・
・
・
徹
頭
徹
尾
自
己
と
終
始
し
得
な
い
芸
術
は
自
己
に
取
g
て

空
虚
な
芸
術
で
あ
る
B・
・
・
§&
夏
目
漱
石
P
文
展
と
芸
術
S
よ
り
* 

こ
れ
は
=
大
正
元
年
=
第
６
回
文
展
を
見
た
漱
石
が
¥
東
京
朝
日
新

聞
§
紙
上
に
=
10
月
+
11
月
に
か
け
=
12
回
に
わ
た
g
て
連
載
し
た
=

生
涯
た
だ
一
つ
の
美
術
評
論
で
あ
る
B 

G
則
天
去
私
RG
自
己
本
位
R
と
い
う
生
き
方
B
思
想
B 

漱石書「夜静庭寒」大正 5 年頃 55.3×57.3 ㎝ 神奈川近代文学蔵 漱石書「色紙」大正 5 年 11 月 16 日 21×18 ㎝ 
瓢箪は鳴るか鳴らぬか秋の風 漱石 

漱石「条幅」大正 5 年 10・11 月 
『大正 6 年文章日記』（大正 5 年 11 月

20 日、新潮社発行）の 1 月の扉のため

に書かれた。 漱石は大正 5年 11 月
9・16 日の木曜会（最後の木曜会）
で芥川龍之介ら門下生にこの語に
ついて語ったという。 

G
則そ

く

天
去

て
ん
き
A

私し

R
は
=
漱
石
の
造
語
で
あ
る
B
し
か
し
=
漱
石
が
=
こ
れ
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
が
な
い
B
そ
れ
で
=

木
曜
会
の
弟
子
達
の
回
想
な
ど
を
参
考
に
=
意
味
を
推
測
す
る
し
か
な
い
よ
う
だ
B
こ
れ
は
=
老
荘
思
想
や
禅
の
影

響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
B
特
に
=P
明
暗
S
や
晩
年
の
漢
詩
は
=
こ
れ
を
具
現
し
た
作
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
B 
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¥
狂
な
る
か
な
狂
な
る
か
な
僕
狂
に
く
み
せ
ん
B
君
が
芳
墨
を
得
て
始
め
は
そ
の
唐
突
に

驚
ろ
き
そ
れ
か
ら
腹
を
抱
へ
て
満
案
の
哺ほ

を
噴ふ

き
=
終
り
に
手
紙
を
掩
ふ
て
泫げ

ん

然ぜ
ん

た
り
B

君
の
詩
文
を
得
て
此か

く

の
如
く
数
多

あ

ま

た

の
感
情
の
こ
み
上
げ
た
る
は
今
が
始
め
て
な
り
B
君
が

心
中
一
点
の
不
平
俄
然

が

ぜ

ん

炎
上
し
て
満
脳
の
大
火
事
と
な
り
=
余
焰
筆
頭
を
伝
は
g
て
三
尺

の
半
切

は
ん
せ
つ

に
百
万
の
火
の
子
を
降
ら
せ
た
る
は
見
事
に
も
目ま

ば
ゆ
き
位
な
り
B
平
日
の
文
章

心
を
用
い
ざ
る
に
あ
ら
ず
=
修
飾
な
き
に
あ
ら
ず
B
た
だ
狂
の
一
字
を
欠
く
が
故
に
人
を

し
て
瞠
若

ど
う
じ
:
く

た
ら
し
む
る
に
足
ら
ず
B
た
だ
こ
の
一
篇
狂
気
爛
漫

ら
ん
ま
ん

わ
が
衷
情
を
寸
断
し
=

わ
が
五
尺
の
身
を
戦
慄

せ
ん
り
つ

せ
し
む
BP
七
草
集

し
ち
そ
う
し
N
う

S
は
も
の
か
は
P
隠
れ
み
の
S
も
面
白
か
ら

ず
B
た
だ
こ
の
一
篇
・
・
・
嗚
呼

あ

あ

狂
な
る
哉
=
狂
な
る
か
な
僕
狂
に
く
み
せ
ん
B
僕
既
に

狂
な
る
能
は
ず
=
甘
ん
じ
て
蓄
音
機
と
な
り
=
来
る
二
十
二
日
午
前
九
時
よ
り
文
科
大
学

哲
学
教
場
に
お
い
て
団
十
郎
の
仮こ

わ

色い
ろ

お
つ
と
陳
腐
漢

ち
ん
ぷ
ん
か
ん

の
囈げ

い

語ご

を
吐
き
出
さ
ん
と
す
B
蓄
音

器
と
な
る
事
今
が
始
め
て
に
あ
ら
ず
=
ま
た
こ
れ
が
終
り
に
て
も
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
五
尺

に
あ
ま
る
大
丈
夫
が
情
け
な
や
B
何
の
果
報
ぞ
自
ら
好
ん
で
か
か
る
器
械
と
な
り
は
て
た

る
事
よ
B
行
く
先
き
も
案
じ
ら
れ
年
来
の
望
み
も
烟け

ぶ

り
と
な
り
ぬ
B

梓
あ
ず
さ

弓ゆ
み

張
り
つ
め
し

心
の
弦
絶
え
て
功
名
の
的
射
ら
ん
と
も
思
は
ざ
れ
ば
=
馬
鹿
よ
白
痴
と
呼
ば
れ
て
一
世
を

過
し
=
蓄
音
器
と
な
g
て
紅
毛
の
士
に

弄
も
て
あ
そ

ば
る
る
も
ま
た
一
興
ぞ
か
し
B 

さ
や
う
な
ら
B 

廿
日
夜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
た
い
ら
の

凸
凹

で
こ
ぼ
こ 

偸は
な

花
児

ぬ
す
び
と

殿
&
※
偸
花
児
は
子
規
の
別
号
* 

漱石の正岡子規あて書簡（部分） 明治 24 年（1891 年）4 月 20 日付 

漱石の小宮豊隆宛はがき 明治 41 年（1908）9 月 

「辱知
じょくち

 猫儀 久々病気の処
ところ

療養不相
あ い か

叶
なわず

 昨夜いつの間

にかうらの物置のヘッツイの上にて逝去 致 候
いたしそうろう

 埋葬の

義は車屋をたのみ箱詰にて裏の庭先にて執行 仕 候
つかまつりそうろう

 

但 主人「三四郎」執筆中につき御会葬には及び不 申 候
もうさずそうろう

 

以上 九月十四日」※「辱知」とは（知を 辱
かたじけな

くする意）その

人と知合いであることの謙譲語。※｢ヘッツイ｣とは釜。 

これは、『吾輩は猫である』のモデルとなった猫の死亡通

知の黒枠のはがき。猫は漱石山房の北側に埋められた。 

漱
石
の
手
紙 

２
０
１
５
年
２
月
現
在
=
１
０
０
人
以
上
に
宛
て
た
２
５
０
０
通
余
り
の
手
紙
が
知
ら
れ
て
い
る
B
漱
石
の
手
紙
を
受
け
取
g
た

人
は
=
そ
れ
を
大
事
に
残
し
た
よ
う
で
あ
る
B
そ
れ
ら
の
手
書
き
の
手
紙
に
は
=
漱
石
の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
=
人
間
ら
し
く
暖

か
い
漱
石
が
そ
こ
に
居
る
よ
う
で
あ
る
B
王
羲
之
や
良
寛
の
手
紙
の
よ
う
に
=
漱
石
の
手
紙
が
愛
さ
れ
て
き
た
の
は
=
書
か
れ
て
い

る
内
容
よ
り
も
=
漱
石
の
優
し
さ
に
満
ち
た
好
ま
し
い
人
間
性
が
=
そ
の
書
に
よ
g
て
匂
い
た
つ
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
き
日
や
欠
伸

あ

く

び

う
つ
し
て
別
れ
行
く
^
漱
石
a 
 

本
名
は
頓
と
わ
か
ら
ず
草
の
花
^
漱
石
a 

                                  

行
く
年
や
猫
う
ず
く
ま
る
膝
の
上
^
漱
石
a 
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漱石の橋口貢宛水彩絵葉書 明治 37 年 10 月 24 日 

14.0×9.0 ㎝ 

君
の
句
の
見
付
所
は
皆
／
艶
麗
な
る
点
な
り
君/ 

は
奇
麗
な
事
が
数
寄
と
／
思
ふ
B
句
々
皆
前
回
よ

り
／
は
大
進
歩
な
り
可
賀
〱
／
不
産
女
の
句
だ

け
は
俗
な
／
り
故
ら
な
り
=
水
牛
の
句
／
新
ら
し

く
て
ら
面
白
し
=
濡
／
小
袖
の
句
配
合
物
は
よ
け

れ
／
ど
鏡
台
の
上
に
小
袖
あ
る
／
は
如
何
草
庵

の
句
よ
ろ
／
し
但
し
少
々
陳
腐
也
=
緋
／
の
袴
の

句
は
も
つ
る
や
の
／
四
字
わ
ろ
し
意
匠
は
よ
／

ろ
し
=
此
等
の
趣
味
さ
へ
あ
／
れ
ば
発
句
は
何
で

も
な
し
／
や
り
給
へ 

二
十
四
日 

漱
石
の
水
彩
絵
葉
書
は
日
露
戦
争
中
に
集
中

し
て
か
か
れ
て
い
る
B
数
百
枚
か
か
れ
た
と
い
う

説
も
あ
る
B
ほ
と
ん
ど
が
橋
口
貢
宛
で
あ
る
B
橋

口
貢
は
橋
口
五
葉
の
兄
B
五
葉
は
漱
石
の
作
品
の

装
丁
や
挿
絵
を
数
多
く
手
が
け
た
画
家
で
あ
る
B 

ま
だ
修
禅
寺
に
御
逗
留
で
す
か 

私
は
あ
な
た
が
居
な
く
な
g
て 

淋
し
い
気
が
し
ま
す
面
白 

い
画
を
沢
山
か
い
て
来
て
見 

せ
て
下
さ
い
金
が
あ
g
て 

か
ら
だ
が
自
由
な
ら
ば
私 

も
絵
の
具
箱
を
か
つ
い
で 

修
善
寺
へ
出
掛
た
い 

と
思
ひ
ま
す
B
私
は 

い
ふ
の
で
四
月 

・
・
・
・
・
・ 

あ
な
た
の
兄
さ
ん
が
百
合
を
送 

g
て
呉
れ
ま
し
た
夫
か
ら
書
画 

帖
を
寄
こ
さ
れ
ま
し
た
B
呉 

れ
た
の
か
何
か
書
け
と
い
ふ
意 

味
か
と
思
g
て
聞
き
合
せ
た
ら 

呉
れ
た
ん
ぢ
°
な
い
の
で
す
=
さ
う 

か
と
云
g
て
み
ん
な
書
け
と
い
ふ
の
で
も 

な
い
の
で
す
B
私
は
其
儘
預
か
g
て 

置
き
ま
す 

世
の
中
に
す
き
な
人
は
段
々
な
く
な 

り
ま
す
C
さ
う
し
て
天
と
地 

と
草
と
木
が
美
し
く
見
え
て
き
ま
す
=
こ 

と
に
此
頃
の
春
の
光
は
甚
だ 

好
い
の
で
す
=
私
は
夫
を
た
よ
り
に 

生
き
て
ゐ
ま
す 

三
月
二
十
九
日 

津
田
青
楓
様 
 
 
 
 
 
 
 

漱
石 

¥
皿
と
鉢
を
買
ひ
ま
し
た
B
も
g
と
色
々
な
も
の

を
買
ひ
い
B
芸
術
品
も
天
地
と
同
じ
楽
し
み
が
あ

り
ま
す
B§
※
津
田
青
楓
は
日
本
画
家
=
油
画
も

す
る
B
漱
石
は
日
本
画
と
油
画
を
青
楓
に
習
g
て

い
る
B
兄
は
西
川
一
草
亭
B 

漱石の津田青風宛書簡部分 大正 3 年（1914）3 月 29 日 日本近代文学館蔵 漱石山房原稿用紙（橋口五葉図案）に書かれている。 

                                      

朝
貌

あ
さ
が
お

や
咲
い
た
許

ば
か
り

の
命

い
の
ち

哉か
な

^
漱
石
a 

生
き
て
仰
ぐ
空
の
高
さ
よ
赤あ

か

蜻
蛉

と

ん

ぼ

^
漱
石
a 

野
菊
一
輪
手
帳
の
中
に
挟は

さ

み
け
り
^
漱
石
a 

曼
珠
沙

ま
ん
じ
H
し
I

華げ

あ
つ
け
ら
か
ん
と
道
の
端
^
漱
石
a 


